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還
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古
典
文
学
に
お
け
る
歌
謡
研
究
の
難
し
さ
は
、
歌
謡
が
、
言
語
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
た
文
芸
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
定
の
場
に
お
い
て
一
定
の
曲
節
を

も
っ
て
音
声
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る
一
回
限
り
「
場
」
の
芸
能
で
あ
る
と
い

う
事
実
に
根
ざ
し
て
い
よ
う
。
今
日
伝
存
し
て
い
る
歌
謡
の
テ
キ
ス
ト
の
ほ

と
ん
ど
は
、
そ
う
し
た
芸
能
と
し
て
歌
わ
れ
た
歌
謡
の
言
葉
を
文
字
に
よ
っ

て
書
き
留
め
た
も
の
で
、
そ
の
歌
詞
と
不
可
分
で
あ
っ
た
曲
節
も
、
歌
わ
れ

た
場
の
状
況
も
伝
え
る
こ
と
は
な
い
。
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
「
譜
」
も
、
中

世
以
前
の
も
の
は
、
そ
の
大
要
で
す
ら
解
読
は
難
し
い
。
畢
竟
、
研
究
者
は

残
さ
れ
た
文
字
資
料
の
み
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模

索
し
つ
つ
、
芸
能
と
し
て
の
歌
謡
の
全
体
像
に
せ
ま
る
と
い
う
苦
し
い
試
み

を
強
い
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
そ
う
し
た
歌
謡
の
研
究
を
古
典
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
精
力
的

に
進
め
て
き
た
著
者
の
最
新
の
研
究
成
果
を
収
め
た
第
四
冊
目
の
本
格
的
な

研
究
論
集
で
あ
る
。
古
典
文
学
研
究
の
正
統
の
立
場
か
ら
主
と
し
て
和
歌
文

芸
研
究
の
延
長
上
で
歌
謡
研
究
を
進
め
て
き
た
著
者
が
、
着
実
な
研
究
の
積

み
上
げ
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
成
果
と
、
歌
謡
研
究
の
前
面
を
拡
大
し
そ
の
可

能
性
を
増
幅
さ
せ
る
よ
う
な
新
し
い
試
み
や
提
言
が
、
随
所
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
書
は
、「
Ⅰ
論
考
編
」
と
「
Ⅱ
資
料
編
」
の
二
部
よ
り
構
成
さ
れ
、
論

考
編
は
、
さ
ら
に
四
章
に
分
か
た
れ
、
計
二
十
八
編
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
第
一
章
は
、「
韻
文
文
学
の
交
流
」
と
題
さ
れ
、「
催
馬
楽
出
自
の
歌

こ
と
ば
」
を
始
め
と
し
て
、「
和
歌
・
狂
歌
と
室
町
小
歌
」、「
良
寛
の
歌
謡

と
和
歌
」
な
ど
、
わ
が
国
の
韻
文
文
学
の
二
大
種
目
で
あ
る
和
歌
と
歌
謡
と

の
交
渉
交
流
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
た
十
編
の
論
考
が
、
第
二
章
「
韻
文
文

学
と
音
楽
の
交
響
」
で
は
、
和
歌
、
歌
謡
と
い
う
韻
文
文
学
と
音
楽
と
の
関

わ
り
を
、
通
史
的
に
捉
え
よ
う
と
試
み
た
「
子
ど
も
を
歌
う
歌
謡
史
」、「
音

の
歌
謡
史
」
な
ど
六
編
を
収
め
る
。
第
三
章
「
中
世
歌
謡
と
芸
能
の
周
辺
」、

第
四
章
「
近
世
歌
謡
と
芸
能
の
周
辺
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
室
町
小
歌
や
近
世

の
流
行
歌
謡
と
そ
の
周
辺
の
諸
芸
能
に
つ
い
て
論
じ
た
「
室
町
小
歌
の
音

楽
」
や
「
物
売
り
歌
謡
研
究
序
説
」
な
ど
、
前
者
に
五
編
、
後
者
に
七
編
の

論
考
を
収
め
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
論
考
の
す
べ

て
を
逐
一
、
紹
介
、
批
評
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
難
し
く
、
ま
た
評
者
の
任

で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
評
者
の
関
心
に
し
た
が
い
、
著
者
の
研
究

の
成
果
を
概
括
的
に
お
よ
そ
以
下
の
三
点
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
意
義
と
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

歌
謡
文
芸
の
裾
野
は
広
い
。
歌
謡
は
、
一
部
の
特
権
的
な
人
び
と
だ
け
に

享
受
さ
れ
る
文
芸
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
記
録
は
、
様
々
の
機
会
に
多
様
な

形
で
残
さ
れ
て
お
り
、
な
お
歌
謡
資
料
と
し
て
登
録
さ
れ
な
い
ま
ま
眠
っ
て

い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
著
者
は
、
早
く
か
ら
そ
う
し
た
未
発
掘
・
未
登

録
の
歌
謡
資
料
を
捜
索
発
掘
し
、
厳
正
な
校
訂
を
加
え
て
提
示
す
る
と
い
う

作
業
に
意
を
そ
そ
い
で
き
た
。
本
書
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
新
資
料
の
発

掘
紹
介
と
い
う
歌
謡
研
究
の
基
盤
と
な
る
一
連
の
仕
事
を
そ
の
第
一
の
成
果
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と
し
て
掲
げ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

伝
法
守
法
親
王
筆
の
声
明
切
「
真
光
院
切
」
三
種
を
始
め
と
し
て
、
仏
教

歌
謡
関
連
の
古
筆
切
を
紹
介
翻
刻
し
位
置
付
け
た
「
仏
教
関
連
古
筆
切
資
料

考
」（
第
二
章
第
五
節
）。
室
町
小
歌
か
ら
近
世
小
歌
へ
の
変
容
、
転
換
の
過

渡
期
の
実
情
を
示
す
新
資
料
と
し
て
価
値
の
大
き
い
『
美
楊
君
歌
集
』
の
全

文
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
の
性
格
を
多
面
的
に
検
討
し
て
歌
謡
史
の
上
に
位
置

付
け
た
「『
美
楊
君
歌
集
』
小
考
」（
第
三
章
第
五
節
）。
近
世
期
禅
僧
ら
に
よ
っ

て
創
作
編
集
さ
れ
、
流
布
し
た
、
宗
教
的
、
道
徳
的
な
教
訓
を
詠
み
込
ん
だ

「
道
歌
」
│
教
化
歌
謡
│
に
つ
い
て
、
新
資
料
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
の
成
立

や
普
及
の
跡
を
広
く
精
査
し
た
「『
一
休
和
尚
い
ろ
は
歌
』
小
考
」（
第
一
章

第
七
節
）「
古
月
禅
材
『
い
ろ
は
歌
』
研
究
序
説
」（
同
第
八
節
）「『
道
歌
心
の

策
』
小
考
」（
同
第
十
節
）。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
地
道
な
資
料
へ
の
目
配

り
に
よ
っ
て
、
未
知
の
歌
謡
資
料
に
光
を
当
て
る
貴
重
な
試
み
で
あ
る
。
ま

た
、
第
四
章
第
三
節
以
下
の
「
物
売
り
歌
謡
研
究
序
説
」「
物
売
り
歌
謡
続

考
」「
お
も
ち
ゃ
絵
の
歌
謡
考
」「
お
も
ち
ゃ
絵
の
歌
謡
続
考
」
の
四
編
も
、

歌
謡
研
究
の
前
面
を
広
げ
る
貴
重
な
仕
事
で
あ
る
。
前
二
者
は
、
室
町
後
期

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
物
売
り
の
売
り
声
を
、
歌
謡
研
究
の
立
場
か
ら
集
成

整
理
し
そ
の
特
質
を
論
じ
た
も
の
。
後
二
者
は
、
子
ど
も
向
け
に
発
刊
さ
れ

た
「
お
も
ち
ゃ
絵
」
に
記
さ
れ
た
様
々
な
伝
承
童
謡
や
は
や
り
歌
の
断
片
に

着
目
し
、「
絵
」
を
伴
っ
た
歌
謡
資
料
と
し
て
そ
の
意
義
を
捉
え
返
し
た
も

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
歌
謡
研
究
に
お
い
て
見
落
と
さ
れ
て
き

た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
今
後
の
研
究
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　

師
藤
平
春
男
氏
の
薫
陶
を
受
け
、
和
歌
の
文
学
的
研
究
の
影
響
下
に
そ
の

歌
謡
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
著
者
に
と
っ
て
、
和
歌
や
そ
の
周
辺
の
文

芸
、
芸
能
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
歌
謡
の
文
学
的
、
文
芸
学
的
解
明
を
進
め

る
の
が
、
当
初
か
ら
の
最
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
本

書
で
も
、
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
催
馬
楽
出
自
の
歌
こ
と
ば
を
手
掛
か
り
に

催
馬
楽
の
表
現
を
論
じ
た
「
催
馬
楽
出
自
の
歌
こ
と
ば
」（
第
一
章
第
一
節
）、

平
安
後
期
の
歌
人
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』、「
六
百
番
陳
状
」
所
載
の
催
馬
楽
関

係
記
事
か
ら
催
馬
楽
の
表
現
や
そ
の
成
立
事
情
を
検
討
し
た
「
和
歌
と
催
馬

楽
」（
同
第
二
節
）、「
院
政
期
の
催
馬
楽
」（
同
第
三
節
）、『
閑
吟
集
』
の
小
歌

と
同
時
代
の
和
歌
や
狂
歌
と
の
関
わ
り
を
、
詳
細
か
つ
具
体
的
に
論
じ
た

「
和
歌
・
狂
歌
と
室
町
小
歌
」（
同
第
六
節
）
な
ど
は
、
そ
う
し
た
方
法
と
関

心
の
延
長
上
の
成
果
で
あ
り
、
資
料
の
取
扱
い
方
も
行
論
の
手
際
も
手
堅
い

も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
第
二
章
第
三
節
「
子
ど
も
を
歌
う
歌
謡
史
」、
第
三
章
第
三
節
「「
朝

川
」
考
」
の
二
編
は
、
ど
ち
ら
も
、
従
来
の
文
学
的
歌
謡
研
究
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
著
者
の
歌
謡
研
究
の
新
し
い
展
開
を
予
感
さ
せ
る
好
論
で
あ
る
。
前

者
は
、
狂
言
歌
謡
に
見
え
る
「
七
ツ
ニ
成
ル
子
」、
念
仏
歌
の
「
七
つ
子
」

な
ど
の
表
現
に
着
目
し
、
民
俗
学
や
歴
史
学
の
成
果
を
援
用
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
成
長
過
程
に
お
け
る
境
界
的
年
齢
で
あ
る
七
歳
や
十
三
歳
が
、
歌
謡

の
表
現
に
お
い
て
も
格
別
な
意
義
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
。
後
者
は
、『
宗
安
小
歌
集
』
一
五
二
番
歌
「
十
七
八
は
あ
さ
川
渡
る
」

の
表
現
に
つ
い
て
、
川
の
浅
瀬
の
意
と
す
る
従
来
説
に
対
し
て
、
万
葉
歌
か

ら
、
近
世
、
近
代
の
民
謡
や
踊
歌
の
用
例
も
積
み
重
ね
て
、「
朝
川
」
で
あ

る
こ
と
を
論
証
す
る
。
い
ず
れ
も
、
一
首
の
歌
謡
の
中
の
わ
ず
か
一
句
の
表

現
を
取
り
上
げ
た
も
の
だ
が
、
周
辺
諸
科
学
の
成
果
や
、
他
の
歌
謡
芸
能
資

料
も
巧
み
に
活
用
し
、
一
首
の
歌
の
背
後
に
あ
る
民
俗
的
、
生
活
史
的
背
景
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を
摘
出
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。

　

本
来
、
音
声
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
、
口
か
ら
口
へ
と
口
承
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
て
い
く
べ
き
歌
謡
が
、
文
字
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
、
歌
謡
資
料
（
テ

キ
ス
ト
）
と
し
て
残
さ
れ
る
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
介
在
し
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
か
（
第
二
章
第
一
節
「
口
承
と
書
承
の

間
」）。
テ
キ
ス
ト
間
の
歌
謡
詞
章
の
異
同
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る

の
か
。
テ
キ
ス
ト
の
性
格
に
よ
る
記
載
法
の
差
異
、「
異
伝
歌
」
や
「
替
歌
」

の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
か
（
同
第
二
節
「
歌
謡
の
生
態
と
テ
キ

ス
ト
」）。
今
日
、
テ
キ
ス
ト
と
い
う
視
覚
化
さ
れ
た
文
字
資
料
、
著
者
の
い

う
「
冷
凍
保
存
さ
れ
た
歌
謡
」
を
通
し
て
し
か
古
典
時
代
の
歌
謡
に
接
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
相
対
化
す
る

視
点
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
こ
れ
ま
で
歌
謡
研
究
の
現
場
に

お
い
て
は
長
い
間
閑
却
さ
れ
て
き
た
。
本
書
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
研
究
の

第
三
の
成
果
は
、
こ
う
し
た
一
回
的
な
「
場
」
の
芸
能
と
し
て
の
歌
謡
と
い

う
表
現
形
式
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
関
わ
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

著
者
は
、
第
二
章
第
六
節
「
音
の
歌
謡
史
」、
第
三
章
第
一
節
「
室
町
小

歌
の
音
楽
」
の
二
論
で
は
、
音
声
表
現
と
し
て
の
歌
謡
の
音
楽
的
側
面
に
つ

い
て
論
じ
、
前
者
で
は
、
歌
謡
の
曲
節
を
書
き
記
し
た
「
博
士
譜
」
や
「
胡

麻
譜
」
の
問
題
、
伴
奏
楽
器
、
テ
ン
ポ
、
音
数
律
、
囃
子
詞
な
ど
の
問
題
を

総
括
的
に
取
り
上
げ
、
後
者
で
は
、
新
出
の
室
町
小
歌
資
料
『
美
楊
君
歌
集
』

に
付
さ
れ
た
胡
麻
点
を
手
掛
か
り
に
、
室
町
小
歌
の
音
楽
的
側
面
に
つ
い
て

の
考
察
の
見
通
し
を
提
示
す
る
。「
近
世
流
行
歌
謡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
第

四
章
第
二
節
）
に
お
い
て
は
、
尾
張
熱
田
の
遊
里
神
戸
町
で
歌
わ
れ
た
神
戸

節
を
取
り
上
げ
、「
流
行
歌
謡
と
民
謡
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
」

と
い
う
問
題
意
識
の
下
に
、
類
歌
の
分
布
や
用
語
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、

神
戸
節
諸
歌
謡
の
「
空
間
的
伝
播
力
の
強
さ
」
を
指
摘
し
、
そ
の
歌
謡
の
流

行
歌
謡
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
歌
謡
研
究
に
と
っ
て
民
謡
と
流
行
歌
の

問
題
は
、
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
柳
田
国
男
が
、
両
者
を
相
剋
す
る

相
容
れ
な
い
存
在
と
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、
両
者
を
敵
対
的
な
も
の
で
は

な
く
、
相
互
に
浸
透
交
替
が
可
能
な
「
相
つ
な
が
る
一
本
の
線
の
如
き
も
の
」

と
考
え
た
の
は
、
藤
田
徳
太
郎
で
あ
っ
た
。
個
々
の
歌
謡
の
「
空
間
的
伝
播

力
」
を
重
視
し
、「
民
謡
」
と
「
流
行
歌
」
の
相
互
乗
り
入
れ
の
事
実
を
重

く
見
る
著
者
の
立
場
は
、
こ
の
藤
田
の
立
場
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
諸
論
考
は
、
当
初
、
歌
謡
の
文
学
的
、
文
芸
学
的
研
究
を
志
し

た
著
者
が
、
そ
の
研
究
の
着
実
な
積
み
重
ね
と
深
ま
り
の
中
で
、
あ
く
ま
で

そ
の
重
心
を
文
学
的
研
究
に
置
き
な
が
ら
も
、
一
回
的
な
音
声
表
現
、
音
の

芸
能
と
し
て
の
歌
謡
の
表
現
構
造
の
あ
り
方
全
体
に
そ
の
関
心
を
広
げ
問
題

意
識
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
著
者
の
関
心
の
こ
う
し

た
広
が
り
と
深
ま
り
を
、
同
じ
歌
謡
研
究
を
志
す
同
学
の
一
人
と
し
て
何
よ

り
も
喜
び
た
い
と
思
う
。

　

な
お
第
Ⅱ
部
「
資
料
編
」
に
は
、『
美
楊
君
歌
集
』
の
本
文
と
総
索
引
に

加
え
て
「
弄
斎
節
」「
投
節
」「
せ
ん
だ
い
節
」
な
ど
七
種
に
及
ぶ
近
世
流
行

歌
謡
の
本
文
と
各
句
索
引
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
が
す
で
に
編
集
刊
行

し
て
い
る
『
近
世
流
行
歌
謡　

本
文
と
各
句
索
引
』（
平
成
十
五
年　

笠
間
書

院
）
を
補
完
す
る
も
の
で
、
近
世
歌
謡
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
歌
謡
資
料

を
活
用
す
る
多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
二
月　

和
泉
書
院　

Ａ
５
判　

六
七
二
頁　

税
込
一
六
八
〇
〇
円
）


